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要旨

近年導入が進む電子化された診療録（電子カルテ）は、医師による患者動態の網羅的な追跡を可能と
し、臨床業務や医学研究の効率化に貢献してきた．一方で，医師が電子カルテに記録する際に重要な
病名等の誤入力が発生すると，最悪の場合，致命的な医療事故に発展しうる．そこで本研究では，病
名の入力ミスがみられる文を検出するモデルを，症例報告における病名の頻度情報から構築した医学
知識と，東京大学附属病院の電子カルテで事前学習した言語モデルUTH-BERTとを用いて，構築す
る．本研究では擬似誤り文は，文中に出現する病名をランダムに置換することで生成した．


